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表紙写真は２月下旬、鳥取市上町の樗谿公園で撮影し
た「シダレウメ」です。
シダレウメは通常の梅と異なり、枝が柳のように優雅
にしだれ、その枝に美しい花を咲かせることから、ひ
ときわ華やかな印象を与えます。花言葉は、「優美」「高
潔」「忍耐」。「優美」は、風に揺れるしなやかな枝姿に、
「高潔」は寒さの中でも凛として咲く気高さに、「忍耐」
は冬の寒さに耐えて春の訪れを告げる力強さに由来し
ます。

今 月 の 表 紙

地元で事業を営む「あなた」に寄り添う
鳥取銀行のコンサルティング

ご相談はお近くの鳥取銀行窓口まで
鳥取銀行にご相談ください

る
す
関
に
営
経

み
悩
お

！
す
ま
し
決
解

 

に
行
銀

い
願
お
な
ん
そ

だ
ん
る
き
で

戦略策定
補助金
申請

販路支援 事業承継
Ｍ＆Ａ

株式会社 日ノ丸総本社

代表取締役 岡   　   周   一

〒680-0921 鳥取市古海601番地4

TEL :0857-26-6651 FAX :0857-37-2245

シダレウメ
（鳥取市上町・樗谿公園）
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動 向
　

鳥
取
・
豊
岡
・
丹
後
地
域
経
済
団

体
交
流
会
が
２
月
13
日
（
金
）、
鳥

取
市
今
町
２
丁
目
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

オ
ー
タ
ニ
鳥
取
で
開
か
れ
、
広
域
観

光
連
携
強
化
や
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
整
備
促
進
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
共
同
声
明
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
こ
の
交
流
会
は
、
地
域
間
の
交
流
・

連
携
を
目
的
に
２
０
１
６
年
度
か
ら

始
ま
っ
た
も
の
で
、
鳥
取
市
で
の
開

催
は
３
回
目
。
今
回
は
、
鳥
取
商
工

会
議
所
、
豊
岡
商
工
会
議
所
、
丹
後

地
域
商
工
団
体
連
絡
協
議
会
（
宮
津

商
工
会
議
所
、
京
丹
後
市
商
工
会
、

伊
根
町
商
工
会
、
与
謝
野
町
商
工

会
）、
岩
美
町
商
工
会
、
鳥
取
市
東

商
工
会
、
香
美
町
商
工
会
、
新
温
泉

町
商
工
会
の
10
団
体
か
ら
35
人
が
集

ま
り
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
鳥
取
商
工
会
議
所
の
平
井

耕
司
会
頭
が
「
観
光
関
連
産
業
の
活

性
化
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
、

各
地
域
で
の
活
動
に
生
か
し
て
も
ら

い
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
出
席
者
の

紹
介
に
続
き
懇
談
会
に
入
り
ま
し
た
。

　

は
じ
め
の
講
演
で
は
、
鳥
取
市
シ

ェ
ア
サ
イ
ク
ル
事
業
に
取
り
組
む
㈱

ト
リ
ベ
イ
・
縫
谷
吉
彦
代
表
取
締
役 あいさつする平井会頭

共同声明を発表した会頭、会長ら

鳥
取
鳥
取･･

豊
岡
豊
岡･･

丹
後
地
域
経
済
団
体
交
流
会

丹
後
地
域
経
済
団
体
交
流
会

1010
団
体
が
共
同
声
明
を
発
表

団
体
が
共
同
声
明
を
発
表

��

観
光
二
次
交
通
な
ど
意
見
交
わ
す

観
光
二
次
交
通
な
ど
意
見
交
わ
す

し
な
が
ら
、
観
光
客
だ
け
で
な
く
法

人
や
市
民
の
日
常
的
な
移
動
手
段
と

し
て
も
定
着
を
図
り
た
い
」
と
、
地

域
に
根
差
す
事
業
へ
の
成
長
に
意
欲

を
示
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
座
談
会
で
は
、「
観
光

関
連
産
業
の
活
性
化
、
持
続
可
能
な

観
光
」
を
テ
ー
マ
に
、
各
団
体
の
代

表
者
が
取
り
組
み
内
容
な
ど
を
発
表

し
、
人
口
減
少
に
よ
る
労
働
者
不
足

や
２
次
交
通
な
ど
の
課
題
を
共
有
し

ま
し
た
。
鳥
取
商
議
所
か
ら
は
西
垣

豪
副
会
頭
が
「
と
っ
と
り
観
光
ビ
ジ

ョ
ン
」
を
紹
介
。
鳥
取
商
議
所
の
提

案
で
組
織
し
た
官
民
連
携
の
「
観
光

ビ
ジ
ョ
ン
実
現
会
議
」
を
軸
に
、
鳥

取
砂
丘
の
観
光
客
を
ま
ち
な
か
に
周

遊
さ
せ
る
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
た
い
と
述
べ
ま
し
た
。

　

各
団
体
の
報
告
を
受
け
て
、
懇
談

会
の
最
後
に
は
、
①
広
域
観
光
連
携

の
促
進
、
②
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
な
ら
び
に
公
共
交
通
機
関
の
整
備

促
進
、
③
地
域
連
携
に
よ
る
商
工
業

振
興
事
業
の
推
進
、
④
要
望
活
動
等

の
実
施
―
の
４
項
目
を
掲
げ
た
共
同

声
明
を
発
表
し
、
出
席
者
全
員
が
賛

同
し
ま
し
た
。

社
長
と
、
東
京
都
港
区
に
あ
る
オ
ー

プ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
㈱
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

推
進
部
・
吉
良
貴
宏
部
長
が
登
壇

し
、「
シ
ェ
ア
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
活
用
し

た
官
民
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
～

新
た
な
観
光
二
次
交
通
の
取
り
組
み

と
観
光
振
興
～
」
を
テ
ー
マ
に
取
り

組
み
を
伝
え
ま
し
た
。

　

最
初
に
吉
良
部
長
が
、
自
社
が

提
供
す
る
シ
ェ
ア
モ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス

テ
ム
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
、
自
治
体
と

の
協
働
に
よ
る
取
り
組
み
な
ど
を
紹

介
。
続
い
て
、
地
元
運
営
事
業
者
の

縫
谷
社
長
が
昨
年
取
り
組
ん
だ
実
証

実
験
の
結
果
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

縫
谷
社
長
は
、
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル

利
用
者
の
８
割
が
県
外
者
で
あ
る
こ

と
や
、
早
朝
・
夜
間
の
利
用
が
４
割

を
占
め
る
デ
ー
タ
を
示
し
、
観
光
２

次
交
通
と
し
て
の
有
用
性
を
強
調
。

「
今
後
は
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
を
増
や 講話する縫谷社長
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動 向
　

鳥
取
市
と
鳥
取
公
共
職
業
安
定
所

は
２
月
４
日（
水
）、
鳥
取
市
本
町
３

丁
目
の
鳥
取
商
工
会
議
所（
平
井
耕

司
会
頭
）を
訪
れ
、
障
が
い
者
の
雇

用
促
進
な
ど
に
つ
い
て
協
力
を
要
請

し
ま
し
た
。

　

鳥
取
県
に
お
け
る
障
が
い
者
雇
用

は
２
０
２
５
年
６
月
１
日
現
在
、
法

定
雇
用
率（
２
・
５
％
）達
成
企
業
の

割
合
が
57
・
６
％
に
達
し
、
全
国
平

均
の
46
・
０
％
を
大
き
く
上
回
り
ま

し
た
。
ま
た
、
実
雇
用
率
も
過
去
最

高
の
２
・
62
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
年
７
月
に
は

法
定
雇
用
率
が
２
・
５
％
か
ら
２
・
７

％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
と
と
も
に
、

雇
用
義
務
の
対
象
企
業
が「
従
業
員

37
・
５
人
以
上
」へ
と
範
囲
が
拡
大

す
る
こ
と
か
ら
、
障
が
い
者
の
就
職

機
会
拡
大
や
職
場
定
着
を
、
よ
り
一

層
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
鳥
取
市
と
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
鳥
取
は
、
障
が
い
者
雇
用
施
策

を
強
化
。
職
業
相
談
や
障
が
い
者
と

企
業
が
一
堂
に
会
す
る「
障
が
い
者

就
職
面
接
会
」の
開
催
な
ど
を
通
じ
、

雇
用
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
深
澤
義
彦
鳥
取
市
長

と
鳥
取
公
共
職
業
安
定
所
の
中
嶋
隆

行
所
長
が
訪
れ
、
深
澤
市
長
が「
障

が
い
者
の
雇
用
促
進
と
職
場
定
着
に

向
け
た
環
境
づ
く
り
を
お
願
い
し
た

い
」と
要
請
し
ま
し
た
。

　

要
請
を
受
け
た
平
井
会
頭
は「
一

人
で
も
多
く
の
人
が
採
用
さ
れ
る
よ

う
周
知
し
て
い
く
」と
協
力
を
約
束

し
ま
し
た
。

要請書を受け取る平井会頭（右）

鳥
取
市
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鳥
取

鳥
取
市
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鳥
取

障
が
い
者
雇
用
の
促
進
と
定
着
を
要
請

障
が
い
者
雇
用
の
促
進
と
定
着
を
要
請

��

法
定
率
引
き
上
げ
と
対
象
拡
大
へ
の
対
応
を

法
定
率
引
き
上
げ
と
対
象
拡
大
へ
の
対
応
を

下請法が改正され我が社でも取引先との契約内容を修正しているところです。
下請法改正により特定運送委託の追加や価格交渉義務が定められましたが、こ

れに対しどのように対応すればよいのでしょうか？
今回は下請法改正について説明します。令和８年１月１日から、下請法が改正
され、中小受託取引適正化法（取適法）として新たに施行されています。

　今回の改正では、適用対象となる事業者と適用対象となる取引の範囲が拡大されて
おり、これまでの資本金基準が形骸化している実態を踏まえて従業員数による基準が

新たに追加されるとともに、従来の独占禁止法による取締では実効性に乏しいことを踏まえて対象取引も特定運
送委託が追加されています。
　特定運送委託とは、事業者が販売する物品や、製造や修理を請け負った物品などについて、その取引の相手方
に対して運送する場合に、運送業務を他の事業者に委託する取引を意味します。他方で、これに該当しない場合
としては、お歳暮等贈答品の運送、自社工場間の運送などがあります。
　他にも価格交渉義務や手形払いの禁止も定められ、価格転嫁できない中小企業を保護する内容となっています。
　価格交渉義務とは、中小受託事業者の給付に関する費用の変動その他の事情が生じた場合において、中小受託
事業者が代金の額に関する協議を求めたことに対して、協議に応じ中小受託事業者の求めた事項について必要な
説明若しくは情報の提供を行う義務を意味します。価格交渉義務が定められたことにより、誠実な協議が求めら
れますので、価格の根拠についての合理的説明を尽くすことは言うまでもなく、交渉権限ある者に交渉させるこ
とや結論を不当に先延ばししない対応も必要となります。また、協議したことやどのような説明を行ったかを証
明できるよう記録化する対応も必要不可欠となります。
　なお、価格交渉義務に違反し、労務費、原材料等の価格上昇
を反映せず、従来どおり著しく低い価格を据え置き中小受託事
業者に押し付けることは別途買いたたきとして取締対象となり
ますので注意が必要です。

事業主と労働者のための

法律相談法律相談

QQ ＡＡ＆＆
180

Ａ

弁護士　上　田　雅　稔
（いなば総合法律事務所）

鳥取市本町３丁目２０１　鳥取商工会議所ビル５Ｆ

TEL0857-21-2377  FAX0857-22-6857

Q

 下請法改正下請法改正



鳥取商工会議所報
VOL781.2026.3.15

5

工
業
部
会

工
業
部
会･･

鳥
取
環
境
大
学

鳥
取
環
境
大
学･･

鳥
取
県

鳥
取
県

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
会

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
会

��

課
題
解
決
に
挑
む
環
大
生
の
研
究
成
果

課
題
解
決
に
挑
む
環
大
生
の
研
究
成
果

動 向
　

鳥
取
商
工
会
議
所
工
業
部
会
（
木

下
貴
啓
部
会
長
）は
２
月
20
日（
金
）、

鳥
取
市
尚
徳
町
の
と
り
ぎ
ん
文
化
会

館
で
、
公
立
鳥
取
環
境
大
学
・
鳥
取

県
（
商
工
政
策
課
）
と
の
連
携
事
業

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

報
告
会
を
開
き
、
企
業
や
学
生
ら
54

人
が
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
経
営
に

取
り
組
む
企
業
の
環
境
課
題
解
決
に

向
け
、
同
大
学
の
学
生
と
教
員
が
企

業
と
と
も
に
調
査
・
検
証
に
取
り
組

む
も
の
で
す
。

　

会
の
冒
頭
、
木
下
部
会
長
が
登
壇

し
、「
当
部
会
は
、
も
の
づ
く
り
企

業
と
し
て
『
つ
く
る
責
任
、
つ
か
う

責
任
』
に
目
を
向
け
、
環
境
問
題
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
学
生
の
皆
さ
ん

が
企
業
や
教
員
と
と
も
に
取
り
組
ん

だ
研
究
成
果
に
期
待
し
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

報
告
会
で
は
、
継
続
事
業
を
含
む

４
社
の
環
境
課
題
に
取
り
組
ん
だ
学

生
が
順
次
登
壇
し
、
改
善
案
や
検
証

結
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
、
昨
年
度
か
ら
継
続
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
大
同
端
子
製
造

㈱
の
事
例
で
は
、
環
境
学
部
４
年
の

小
林
碧
志
さ
ん
が
「
Ａ
Ｉ
を
活
用

し
た
工
場
内
の
電
力
消
費
量
の
可
視

化
」
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。
複

数
の
工
場
を
有
し
複
雑
化
し
た
同
社

の
電
力
管
理
を
改
善
す
る
た
め
、
昨

年
度
の
計
測
器
（
温
度
・
湿
度
・
Ｃ

Ｏ
２
・
気
象
観
測
デ
ー
タ
）
に
、
新

た
に
熱
画
像
装
置
を
加
え
ま
し
た
。

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
解
析
し
た
結
果
、

熱
画
像
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
実
値

と
予
測
値
の
誤
差
が
縮
ま
り
、
予
測

精
度
の
向
上
が
見
ら
れ
た
と
報
告
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
事
業
初
年
度
か
ら
継
続
し

て
課
題
に
取
り
組
む
菌
興
椎
茸
（
協
）

の
「
生
分
解
性
素
材
に
よ
る
椎
茸
種

菌
の
保
護
蓋
の
開
発
」
に
つ
い
て
、

学
生
３
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
成
果

を
発
表
し
ま
し
た
。

　

そ
の
一
人
で
あ
る
環
境
学
部
４
年

の
村
山
一
輝
さ
ん
は
「
天
然
ゴ
ム
の

分
解
性
評
価
」
に
つ
い
て
報
告
。
こ

れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
天
然
ゴ
ム
が

従
来
の
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
製
蓋
材
の

代
替
と
な
り
、
椎
茸
の
生
育
に
も
影

響
し
な
い
と
実
証
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
村
山
さ
ん
は
ゴ
ム
の
硬

度
や
弾
性
を
調
整
す
る
「
加
硫
促
進

剤
」
と
、
生
分
解
性
を
高
め
る
た
め

の
「
木
粉
」
を
配
合
し
た
天
然
ゴ
ム

の
特
性
評
価
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

作
製
し
た
サ
ン
プ
ル
に
つ
い
て
、

土
壌
や
コ
ン
ポ
ス
ト
内
で
の
表
面
構

造
や
元
素
組
成
の
変
化
を
分
析
し
た

結
果
、ゴ
ム
の
劣
化
に
は
空
気
酸
化
・

微
生
物
分
解
・
酵
素
的
酸
化
と
い
う

異
な
る
分
解
機
構
の
存
在
が
示
唆
さ

れ
ま
し
た
。
特
に
木
粉
を
配
合
し
た

サ
ン
プ
ル
で
は
、
菌
糸
の
侵
入
や
表

面
劣
化
が
顕
著
で
、
木
粉
が
菌
糸
侵

入
の
起
点
と
な
り
、
生
分
解
性
を
促

進
さ
せ
る
機
能
性
を
裏
付
け
る
も
の

で
す
。
村
山
さ
ん
は
、
分
解
向
上
に

は
、
蓋
材
の
組
成
だ
け
で
な
く
、
微

生
物
の
働
き
が
大
き
な
役
割
を
果
た

す
と
結
論
付
け
ま
し
た
。

　

工
業
部
会
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
経
営
の

普
及
・
啓
発
と
い
う
当
初
の
目
的
に

お
い
て
一
定
の
成
果
が
得
ら
れ
た
と

判
断
し
、
今
年
度
を
も
っ
て
本
事
業

に
お
け
る
活
動
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

共
に
歩
ん
で
い
た
だ
い
た
公
立
鳥

取
環
境
大
学
や
鳥
取
県
の
皆
さ
ま
、

お
よ
び
環
境
課
題
を
提
案
い
た
だ
い

た
企
業
の
皆
さ
ま
の
多
大
な
る
ご
協

力
に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

成果を発表する学生

報告会の様子



鳥取商工会議所報
VOL781.2026.3.15

6

動 向
　

鳥
取
商
工
会
議
所
流
通
部
会
（
手

石
幸
洋
部
会
長
）は
２
月
24
日（
火
）、

鳥
取
市
今
町
２
丁
目
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ

ー
オ
ー
タ
ニ
鳥
取
で
常
任
委
員
会
を

開
催
し
、
委
員
ら
25
人
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

講
師
は
、
鳥
取
商
議
所
の
岡
周
一

副
会
頭
が
務
め
、「
鳥
取
駅
周
辺
再

整
備
に
か
か
る
進
捗
状
況
と
今
後
に

つ
い
て
」を
テ
ー
マ
に
講
演
し
ま
し
た
。

　

駅
周
辺
再
整
備
は
、
２
０
２
４
年

６
月
に
「
鳥
取
駅
周
辺
再
生
基
本
計

画
」
が
策
定
さ
れ
、
鳥
取
駅
周
辺
リ
・

デ
ザ
イ
ン
会
議
な
ど
で
の
議
論
に
加

え
、
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を

通
じ
て
意
見
を
募
り
な
が
ら
整
備
計

画
の
策
定
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

経
済
界
を
代
表
し
て
同
会
議
の
委

員
を
務
め
る
岡
副
会
頭
は
、
こ
れ
ま

で
に
行
わ
れ
た
会
議
や
関
係
機
関
と

の
意
見
交
換
の
内
容
を
報
告
。
そ
の

中
で
、
駅
と
駅
前
商
店
街
が
平
面
に

つ
な
が
っ
て
い
な
い
た
め
、
人
の
往

来
が
阻
害
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
た

ほ
か
、
駅
前
整
備
に
と
ど
ま
ら
ず
、

駅
周
辺
全
体
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

策
定
の
重
要
性
を
強
調
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
要

望
と
し
て
、
幅
広
い
世
代
が
期
待
す

る
シ
ネ
コ
ン
誘
致
の
ほ
か
、
駐
車
場

や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
ど
の
環
境
整
備

を
求
め
る
声
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

出
席
者
か
ら
の
「
50
年
後
に
今
の

公
共
交
通
が
維
持
で
き
る
の
か
」
と

の
質
問
に
対
し
て
、
岡
副
会
頭
は

「
二
次
交
通
の
整
備
や
、
自
動
運
転

な
ど
次
世
代
技
術
の
活
用
を
見
据
え

た
再
開
発
を
進
め
た
い
」
と
今
後
の

展
望
を
述
べ
ま
し
た
。

講演する岡副会頭

流
通
部
会
常
任
委
員
会

流
通
部
会
常
任
委
員
会

次
代
を
見
据
え
た
駅
周
辺
の
再
生

次
代
を
見
据
え
た
駅
周
辺
の
再
生

��

人
の
往
来
を
生
む
空
間
づ
く
り
へ

人
の
往
来
を
生
む
空
間
づ
く
り
へ

環大から、皆様へ！環大から、皆様へ！ Vol.21Vol.21

～研究紹介～
氏 　 名　中島　智子（なかじま　さとこ）
� 准教授
所 　 属　公立鳥取環境大学
　　　  　経営学部経営学科
取 得 学 位　博士（経営学）（兵庫県立大学）
研究テーマ　若年層のマネジメントに関する

研究

主な研究内容
▪専門分野・自己紹介
　私の専門分野は「経営学」です。企業経営は、戦略をたて、
組織をつくり、人を動かすことだと表現されます。その中
でも、特に人と組織を対象にしています。私は、大学職員
として学生のキャリア支援に長年携わってきました。その
過程で、人のマネジメントを軽視する組織は、結果的に組
織の発展も望めないということを実感しました。また、若
年層の早期離職が、離職者と企業の双方にネガティブな影
響を及ぼすことに関心を持ち、仕事をしながら博士後期課
程に在籍し、早期離職の低減について研究しました。大学
教員になり４年目ですが、若年層に関する研究を継続して
います。
▪研究内容
　生産年齢人口が急減している我が国において、若年層を

採用し、育成していくことは多くの企業にとって重要な課
題です。しかしながら、新規学卒者の３年以内の離職率は、
高校・大学のいずれも３割以上の高止まりが続いています。
さらには、働きがいを求めるのではなく、自分の職務に対
して最低限の責任だけを果たそうとするいわゆる「静かな
退職」問題や「労働時間が長くなく負荷も高くなく、ストレ
スも感じないが成長実感もない」という新たなキャリア不
安型離職が発生しています。
　このような問題意識に基づき、人的資源管理論や組織行
動論の立場から、若年層を対象に実証研究を進めていま
す。特に、「個性を大切にし、所属組織への社会化（所属組
織になじむ）よりも私生活を充実させたい」という若年層の
意識に着目しています。具体的には次の３点の研究を進め
ています。（1）若年層の離職の主な要因である「リアリティ・
ショック（組織参入前に形成した期待と組織参入後の現実
とのギャップ）」による離職をいかに低減するか、（2）従業
員のワーク・ライフ・バランスを実現することは、従業員
の私生活満足を高めるのか、（3）就業時間以外のリカバリー
経験（休み方）によって、いかにワーク・エンゲージメント
（仕事への活力や熱意や没頭）を高めるか。

応用分野
　若年層の離職の低減、若年層のワーク・エンゲージメン
トの向上
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【中国地域エネルギーフォーラム鳥取県支部】事務局︓鳥取商工会議所 経済振興課内

エネルギーのことを考えよう！
中国地域エネルギーフォーラム鳥取県支部 中国電力中央給電指令所視察

　2025年11月6日（木）、広島県広島市の中国電力中央給電指令所を
視察し、鳥取県内４商工会議所から20事業所22名が参加しました。
中央給電指令所指令室は、中国管内の電気の使用量に対して発電量を
管理する「需給運用」と変電所、送電線の電気の流れを管理する「系統
運用」をしているいわば中国電力の心臓部です。
　発電所で発電した電気は、いくつもの送電線、変電所、配電線を通
り事業所や一般家庭などに届けられますが、これらは太陽光・風力・
水力・火力・原子力など多岐にわたる発電所と網の目のように連携を
しており、ここで一元的にコントロールをしています。
　過去のデータや気象条件、季節変化、社会動向などをモニターで可
視化し、電気使用量を予測、そして予備力を含めた必要な電力の供給
量を確保するため需給運用計画などを立ています。また電気が予め貯めておくことができない商品であることから、変化
する電気の使用量にあわせて、火力発電所の出力調整や揚水発電の運転・停止などをリアルタイムで調整し、常に使用量
と発電量が一致するように24時間365日稼働しています。

　日本国内を流れる電気は10のエリアで管理・運営されており、う
ち９つのエリアが送電線でつながっています。事故や災害の発生時
や電力不足が予想される場合など、電力広域的運営推進機関の指示の
もと他地域との電力のやりとりがおこなわれています。
　その際、東日本と西日本では周波数が異なる（東日本50ヘルツ、西
日本60ヘルツ）ことから、中部地方にある周波数変換所で周波数の変
換が行われ、電力のやりとりが行われています。
　視察を通して、企業活動やヒトの生活の生命線である電気インフラ
を扱う企業で働く方々の大変さや、普通に生活が送れていることに対
して改めて感謝の念を抱くことができました。

中央給電指令室の風景
（※中国電力ネットワーク㈱webサイト掲載のパンフレットより抜粋）

説明を受ける参加者ら

【中国地域エネルギーフォーラム】は、地球環境問題を含め広くエネルギー問題について知識の普及と理解の促進を図り、エネルギー問題を自分のこ
ととしてとらえ、エネルギー資源が乏しい日本のこれからについて考えることを促していけるよう、広報・普及活動を行っています。

鳥取警察署からのお知らせ鳥取警察署からのお知らせ Vol.63Vol.63

・試験日程は、変更となる場合があります。
・試験区分、受験資格等の詳細は、鳥取県人事委員
会ＨＰや受験案内を御確認ください。

・受験案内は、申込受付期間前に
　配布開始予定です。

・「チャレンジコース」は、教養試験ではなくＳＰＩ
３（基礎能力）試験を実施するので、公務員試験対
策が不要です！

・いずれの試験も、鳥取・米子・東京・大阪の会場
で第１次試験の受験が可能です！

【問合せ先】
　鳥取県警察本部警務部警務課人事第二係
　採用案内フリーダイヤル　０１２０－０２２－７１２
　ホームページ　https://www.pref.tottori.lg.jp/police/
　★�ＬＩＮＥ公式アカウント、�
採用係公式 Instagramでも情報配信中★

警察官・警察行政職員採用試験日程警察官・警察行政職員採用試験日程
試験区分 申込受付期間 第１次試験日 第２次試験日

警察官Ａ（１回目）
　　※�試験区分は�

2月上旬に決定 ３／２（月）〜
４／10（金）　 ５／10（日）

６／17（水）〜
６／19（金）　
（予定）警察官B（１回目）

※チャレンジコース

警察行政職員
（大学卒業程度）

３／２（月）〜
５／14（木）　 ６／21（日） ７／29（水）

（予定）

ホームページ ＬＩＮＥ公式
アカウント

採用係公式
Instagram

チェックポイント
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中小受託取引適正化法 対応チェックシート

対象取引の確認

阿部・井窪・片山法律事務所  
  パートナー弁護士  松田  世理奈

取引内容
製造委託、修理委託、　　 特定運送委託
情報成果物作成委託・役務提供委託
（プログラム作成、運送・倉庫保管、情報処理）

情報成果物作成委託・役務提供委託
（プログラム作成、運送・倉庫保管、情報処理を除く）

資本金

従業員数

取適法対象

取適法対応ポイント

契約書・社内記録
の確認

　発注内容（給付の内容、代金、支払期日、納品日（役務提供日）等）を書面または電磁的方法で明示しているか
　取引に関する記録を、取引完了後２年間保存する体制（マニュアル等）が整っているか

価格協議の義務

　価格変動要因があった際に、中小受託事業者からの価格協議の申出に応じているか

　協議の場で、中小受託事業者に合理的な説明を行わず、一方的に代金を決定していないか
　営業・購買担当など現場への浸透は図れているか

支払方法の確認
　納品日（役務提供日）から60日以内に支払期日を定めているか

　 ）かいないてい引し差らか金代等託委造製（ かいないてせさ担負に者業事託受小中を料数手込振

　経理・営業・購買担当など現場への浸透は図れているか

手形払いの
廃止等

　手形払いを廃止しているか

　電子記録債権やファクタリング等の一括決済手段を用いる場合は、納品日（役務提供日）から60日以内に、
　製造委託等代金の満額を現金で受領できる仕組みとなっているか

型取引の確認
　金型以外の型や特殊な治工具の製造委託についても、取適法を遵守しているか

　当面発注見込みのない製品の金型等を中小受託事業者に無償保管させていないか

東京商工会議所 作成

ＮＧ末締め翌々月払い

該当 該当

該当

該当 該当

該当非該当 非該当

委託事業者 受託事業者 委託事業者 受託事業者

2026年1月、「下請代金支払遅延等防止法（下請法）」は「中小受託取引適正化法（取適法）」に改称
となり、適用対象や禁止行為が拡大されました。改正内容を踏まえ、自社の取引が適切に対応でき
ているかを確認するため、本チェックシートをご活用ください！

STEP-1

STEP-2

STEP-3追加

追加

改正

改正

改正

改正

改正

改正

監 修

300人超 300人以下 100人超 100人以下

※従来の呼称の変更
親事業者→委託事業者  /   下請事業者→中小受託事業者  /   下請代金→製造委託等代金

３億円超

１千万円以下
１千万円超～
３億円以下

３億円以下

１千万円以下

５千万円超 ５千万円以下

１千万円超～
５千万円以下

委託事業者 受託事業者 委託事業者 受託事業者

もしくは もしくは
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令和８年３月分(４月納付分)からの
協会けんぽの保険料率についてお知らせします。

令和８年２月分（３月納付分）まで

9.93%
令和８年３月分（４月納付分）から

1.62%

健康保険料率

令和８年２月分（３月納付分）まで

1.59%

（新設）

令和８年３月分（４月納付分）から

9.86%

令和８年４月分（５月納付分）から

0.23%

介護保険料率

子ども・子育て支援金率

【お問い合わせ先】 � 協会けんぽ鳥取支部 企画総務グループ 0857‐25‐0050（音声案内④）

鳥取支部の健康保険料率は変更となります。（全国平均保険料率は9.90％です）
介護保険料率（全国一律）も変更となります。また、令和８年４月分（５月納付分）から子ども・子育て支援金
制度が新設されます。皆さまのご理解をお願い申し上げます。
※�40歳から64歳までの方（介護保険第２号被保険者）は、健康保険料率と
子ども・子育て支援金率に介護保険料率が加わります。

※�賞与については、支給日が３月１日分
から変更後の保険料率が適用されます。

※�健康保険料率、介護保険料率と�
変更時期が異なります。

協会けんぽ鳥取支部加入者の皆さまへ

動 向

経営改善への取組みを始めてみませんか！
 
 
 
 
 
 

早期経営改善計画策定支援事業 

（通称：バリューアップ事業） 

経営改善計画策定支援事業 

（通称：４０５事業） 

こんな方におすすめ 
 ここのところ、資金繰りが不安定だ。 

 新型コロナで影響を受けた経営を立て直したい。 

 自社の状況を客観的に把握したい。 

 専門家から経営のアドバイスが欲しい。・・・等 

※金融支援を必要としません。 

 必要な売上や利益を確保できる経営管理を。 

 ガバナンス体制を整備したい。 

 黒字体質の企業に転換させたい。 

 業績悪化の根本的な原因を把握したい。・・等 

※条件変更等の金融支援が必要です。 

支援を受けた専門家への支払費用に対する補助 
総額の 2/3（上限 25 万円）までを補助 総額の 2/3（上限 300 万円）までを補助 

フォローアップ 
計画策定から 1 年後にフォローアップ 計画策定完了から 3 年間のフォローアップ 

借入金の返済が

きつくなってきた。 

返済条件の変更

をお願いしたい。 

【ご相談・お問い合わせ】
　〒689−1112　鳥取市若葉台南７丁目５番１号
　　公益財団法人鳥取県産業振興機構　鳥取県中小企業活性化協議会（経営改善支援センター）　担当：田井、上前
　　TEL 0857−33−0197　E-mail:kaizen@toriton.go.jp



鳥取商工会議所報
VOL781.2026.3.15

10

※掲載されているタイトルは、ご覧いただけるものの一部です。
掲載講師や内容は変更になる場合がございます。

経営に役立つ！鳥取商工会議所のＷＥＢセミナー

WEBセミナー
2023 年 6 月 特集

その他 700 タイトル以上を配信中

WEBセミナーの視聴方法
使い方はとても簡単！すぐにご利用になれます

STEP1 STEP２

バナーを選択

STEP３
学びたいセミナーを
お選びください

バナーを選択 税務 労務

研修・
人材育成

一般経営

●●●●●
●●●
●●

問い合わせ先 ：鳥取商工会議所 経営支援二課　ＴＥＬ ： ０８５７－３２－８００５

ＩＤ・パスワードを取得
フォームよりお申し込み

ください

※鳥取商工会議所から、メールで
ＩＤ・パスワードをお知らせします。

※様々なジャンルで700タイトル
以上の豊富なセミナー

ＷＥＢセミナーの　
バナーを選択します

鳥取商工会議所のＨＰ
よりＷＥＢセミナー
サイトにアクセス

鳥取商工会議所のホームページから無料でご覧いただけます！　https://tottori-cci.or.jp

お　す　す　め　セ　ミ　ナ　ー
タイトル 講師名 時間

一
般
経
営

NEW
観光で持続可能な地域をつくる 高橋 敦司 45分

NEW
日本の未来を切り拓く技術と人財 金子 一嗣 35分

AI活用×事業計画策定
　　　　　 公開期限：2026年４月末 川居 宗則 85分

Ｉ
Ｔ
・
パ
ソ
コ
ン

NEW
AI活用　爆速仕事術
　　　　　 公開期限：2026年５月末

小宮山 真吾 70分

NEW  今日から使える！
スマートフォン×AIのビジネス仕事術
　　　　　 公開期限：2026年５月末

鈴木 朋子 68分

著
名
人
勝ち続けるための流儀 片山 晋呉 35分

タイトル 講師名 時間

政
治
経
済

「昭和100 年」に見る
日本経済への教訓 岡田 晃 40分

コンビニを見たら日本経済が分かる 渡辺 広明 43分

労
務

ハラスメント予防セミナー 小澤 将司 38分

中小企業の障害者雇用
はじめの一歩 木下 文彦 40分

税
務
・
財
務
・
経
理

待ったなし！
手形・小切手の電子化対応 川居 宗則 36分

借り入れ成功のポイント 大前 文人 28分
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日
 
時

 
2026

年４
月

22
日
（
水
）

  10：
00～

17：
00

 
会

 
場

 
鳥
取
商
工
会
議
所

  ５
階

 
大
会
議
室

 
参
加
費

 
会
員
：

14,300
円

 
一
般
：

18,700
円

(教
材
費
・
消
費
税
込

)  
対

 
象

 
若
手
社
員
・
新
入
社
員
・
中
堅
社
員

 
定

 
員

 
50
名
（
申
込
先
着
順
）

 
 生
産
性
向
上
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
！
！

 

 
人
間
関
係
の
問
題
は
メ
ン
タ
ル
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
起
因
す
る
、
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。  

 
ま
た
、
適
切
な
情
報
が
ビ
ジ
ネ
ス
の
成
否
を
左
右
す
る
こ
の
時
代
、

 「
話
す
こ
と
」
「
き
く
こ
と
」
「
伝
え
る

こ
と
」
は
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
も
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
な
の
に
私
た
ち
は
、
学
校
教
育
で
も
き
ち

ん
と
教
え
て
も
ら
う
こ
と
も
な
い
ま
ま
、
自
己
流
で
身
に
つ
け
て
き
ま
し
た
。
き
く
こ
と
や
話
す
こ
と
、
伝
え
る
方

法
を
専
門
的
に
学
ん
だ
人
は
少
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

 
 
生
産
性
を
向
上
さ
せ
て
目
標
を
達
成
し
、成
果
を
最
大
化
さ
せ
る
た
め
に
は
、相
手
と
良
質
な
人
間
関
係
を
構
築

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
と
同
時
に
相
手
を
動
か
す
た
め
に
は
、
彼
ら
が
求
め
て
い
る
も
の
を
正

確
に
把
握
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
「
聴
く
こ
と
」

(傾
聴
力

)で
多
く
の
情
報
を
引
き
だ
し
、
人
間
関
係
を
好
転
さ

せ
「
訊
く
こ
と
」（
質
問
力
）
で
相
手
に
考
え
さ
せ
、
気
づ
き
を
促
し
、
行
動
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。 

き
き
か
た
、
話
し
方
、
そ
し
て
相
手
に
伝
え
る
方
法
を
変
え
れ
ば
、
人
生
も
変
わ
り
ま
す
。
人
と
の
会
話
の
パ
タ

ー
ン
や
癖
は
、
意
識
的
に
訓
練
を
し
て
い
な
い
限
り
、
上
手
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 
こ
の
機
会
に
実
践
、
習
得
し
て
組
織
を
活
性
化
さ
せ
、
生
産
性
向
上
、
目
標
の
最
大
化
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

  

話
し
方
・
き
き
方
・
伝
え
方
講
座

 
参
加
申
込
書

 
鳥
取
商
工
会
議
所

 
経
営
支
援
二
課

 
行

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

FAX:0857-22-6939 
フ
リ
ガ
ナ

 
 

TEL 
 

事
業
所
名

 
 

フ
リ
ガ
ナ

 
 

FAX 
 

役
職

 
申
込
者
名

 
 

所
在
地

 
 

Em
ail 

 

フ
リ
ガ
ナ

 
 

役
職

 
参
加
者
名

 
 

フ
リ
ガ
ナ

 
 

役
職

 
参
加
者
名

 
 

鳥
取
商
工
会
議
所
会
員

 ・
鳥
取
法
人
会
会
員

 
鳥
取
県
経
営
者
協
会
会
員

 
 ・

 
一
般

 
 

 
 

 
 

(該
当
す
る
箇
所
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い

) 

受
講
修
了
証

 
 
要

( 
 

 
  

 
)  
不
要

( 
  

 
 

 
) 

受
講
料
合
計
（

                ）
円

 振
込
予
定
日

 
 
月

 
   

日
 

 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

 
「
話
す
・
き
く
・
伝
え
る
」
を
変
え
て
仕
事
を
変
え
る
！

 

１
 
「話

し上
手
は
きき

上
手
」  

～
聴
く力

と訊
く力

～
 

・きき方
の
基
本

  
・心

か
らきく姿

勢
６
つ
の
ポ
イント 

・聴
く力

を
磨
く８

つ
の
基
本
テクニック 

・傾
聴
技
法
と質

問
技
法

 

２
 
「話

しか
た
」の
基
本

 
・わ
か
りや
す
い
話
し方

  
・ことば

の
選
び
方

  
・話

し方
５
つ
の
ポ
イント 

・人
前
で
話
す
コツ と緊

張
の
対
処
法

 

３
 
「伝

え
る
」技

術
  

・伝
え
る
時
の
工
夫 

・アサ
ー
シ
ョンス

キ
ル
を身

に
つ
け
る

  
・アサ

ー
シ
ョン
実
践
の
ポ
イント 

   

※
本
申
込
書
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
に
つ
き
ま
し
て
は
、
講
座
開
催
に
係
る
受
講
者
の
確
認
、
受
講
者
名
簿
の
作
成

 

出
欠
確
認
、
受
講
料
の
入
金
確
認
及
び
講
座
運
営
に
関
す
る
連
絡
の
目
的
の
み
に
使
用
い
た
し
ま
す
。

N
O
T
TH
P 

受
講
者
の
声

 
・
考
え
方
や
具
体
的
な
方
法
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
実
際
に
や
っ
て
み
る
こ
と
で
「
で
き
て
い
な
い
！
」
と

 
 
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
忘
れ
ず
に
実
践
し
て
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

 
・「
注
目
さ
れ
て
い
る
」
と
感
じ
た
瞬
間
か
ら
声
が
震
え
た
り
、
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
な
る
こ
と
が
多
く
、
コ
ン
プ

 
 
レ
ッ
ク
ス
で
し
た
が
、
教
え
て
い
た
だ
い
た
方
法
で
少
し
ず
つ
訓
練
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
・
こ
れ
か
ら
は
人
の
話
を
聴
く
姿
勢
も
見
直
し
な
が
ら
、
一
つ
一
つ
意
識
し
て
実
践
す
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

 
・
相
手
に
関
心
を
も
ち
、
仕
事
で
は
も
ち
ろ
ん
、
人
と
し
て
も
成
長
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

 
・
受
講
し
た
か
ら
す
ぐ
で
き
る
も
の
で
な
く
毎
日
自
分
が
気
を
付
け
る
こ
と
が
大
切
！
忘
れ
ず
が
ん
ば
り
ま
す
！

 
・
大
事
な
こ
と
は
、
恥
ず
か
し
が
ら
ず
相
手
目
線
で
聴
く
こ
と
、
話
す
こ
と
、
今
日
か
ら
が
ん
ば
っ
て
み
ま
す
！

 
   

話話
しし
方方
・・
きき
きき
方方
・・
伝伝
ええ
方方
講講
座座

※※
「「
鳥鳥
取取
市市
中中
小小
企企
業業
人人
材材
育育
成成
補補
助助
金金
」」
活活
用用
のの
ごご
確確
認認
をを
！！

     
 
・
申
請
か
ら
認
定
ま
で
に
２
週
間
程
度
必
要
で
す
の
で
早
め
に
お
申
込
み
下
さ
い

 
 
・
認
定
前
に
受
講
料
を
支
払
っ
た
場
合
、
補
助
対
象
経
費
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い

 
・
講
座
に
よ
っ
て
は
対
象
外
と
な
る
も
の
も
あ
り
ま
す

 

<<おお
申申
込込
方方
法法

>>          ※※
  講講
座座
日日
のの

33
営営
業業
日日
前前
よよ
りり
、、

110000％％
キキ
ャャ
ンン
セセ
ルル
料料
がが
発発
生生
しし
まま
すす
。。

  
●
右
記
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
後

FA
X
に
て
お
申
込
く
だ
さ
い
。
 

（
受
付
後
担
当
者
様
宛
に
「
請
求
書
兼
申
込
受
信
の
お
知
ら
せ
」
(
イ
ン
ボ
イ
ス
対
応

)を
F
A
X
で
返
送
い
た
し
ま
す
）
 

●
お
申
込
後
、
受
講
料
を
原
則
と
し
て
講
座
開
催
の
３
日
前
ま
で
に
請
求
書
記
載
銀
行
口
座
ま
で
お
振
込
み
願
い
ま
す
  

（
恐
れ
入
り
ま
す
が
振
込
手
数
料
は
ご
負
担
願
い
ま
す
。
受
講
料
の
返
金
は
致
し
か
ね
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
）
 

●
振
込
先
：
鳥
取
銀
行
 
本
店
 
普
通
預
金
 

N
O

. 0325411 
鳥
取
中
小
企
業
相
談
所

 
所
長

 井
戸
垣

 
泰
志
 

＊
講
座
開
催
の
１
～
２
週
間
前
頃
に
受
講
券
・
会
場
地
図
等
を
申
込
者
様
宛
に

FA
X
い
た
し
ま
す
。
 

＊
駐
車
場
は
「
商
工
会
議
所
駐
車
場
」
を
ご
利
用
下
さ
い
（
満
車
の
場
合
は
市
営
片
原
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
）
 
 

＊
最
少
催
行
人
数
は
５
名
と
な
り
ま
す
。
 

＊
反
社
会
的
団
体
及
び
そ
の
構
成
員
と
認
め
ら
れ
る
場
合
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
の
方
は
参
加
を
お
断
り
し
ま
す
。
 

 
ま
た
講
師
業
、
士
業
の
方
な
ど
講
師
と
同
業
の
方
の
参
加
を
お
断
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

■
鳥
取
商
工
会
議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 
 

 
 

 
 https://tottori-cci.or.jp  

 
 

 
 

 
＜
お
問
い
合
わ
せ
＞

 
IIPPTTEELL：：

005500--33552288--00885533(直
通

)  
FFAAXX：：

  00885577--2222--66993399  

鳥
取
商
工
会
議
所
・
鳥
取
法
人
会
・
鳥
取
県
経
営
者
協
会
主
催
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個人

【商工会議所ネット試験施行機関】

カラーコーディネーター検定試験®／ビジネス実務法務検定試験®

https://www.kentei.ne.jp

TEL：050-5541-8600 / 受付時間9：00～20：00（年中無休）

https://kentei.tokyo-cci.or.jp/

受付時間10：00～18：00（土日・祝日・年末年始を除く）

https://tottori-cci.or.jp/

TEL：0857-32-8004（検定担当）

受付時間9：00～17：00（土日・祝日・年末年始を除く）

10/4（日）、2027/2/21（日）

■鳥取商工会議所

お
問
い
合
わ
せ

https://links.kentei.ne.jp/organization

TEL：０５０－５８３０－３３６５

■日本商工会議所

■東京商工会議所

■1級（CBTのみ・統一試験） 申込期間 試験日 概要はこちらから＞＞

ビジネス実務法務検定試験®
11/4（水）～11/11（水）

12/6（日） 東京商工会議所
検定試験情報福祉住環境コーディネーター検定試験® 12/13（日）

（前半） 8/25（火）～9/2（水） 9/8（火）～9/14（月） 9/16（水）～9/29（火） 10/22（木）～11/9（月）
（後半）

（前半） 4/21（火）～4/30（木） 5/7（木）～5/13（水） 5/15（金）～5/26（火） 6/18(木）～7/6（月）

9/15（火）～9/25（金） 10/1（木）～10/7（水） 10/9（金）～10/20（火） 11/12（木）～12/3（木）

（後半） 5/12（火）～5/20(水） 5/28（木）～6/3（水） 6/5（金）～6/16（火） 7/9（木）～7/30（木）

■第２シーズン 団体クーポン申込期間 先行申込期間（団体受験者専用） 申込期間 試験期間

（後半試験） 福祉住環境コーディネーター検定試験®／eco検定（環境社会検定）®

※試験日は各ネット試験会場が決定します。

3級 ¥4,400 2級 ¥6,600

■第1シーズン 団体クーポン申込期間 先行申込期間（団体受験者専用） 申込期間 試験期間

※当面の間1級試験は休止 3級 ¥4,400
QRコードもしくはＵＲＬより

確認できます。

2級 ¥7,700 1級 ¥8,800

（前半試験）
ビジネスマネジャー検定試験®

リテールマーケティング（販売士）

BASIC ¥4,400

※EXPERT、STANDARDはC言語、JAVA、VBA、
　　Pythonの4つの言語に分かれます。

日商プログラミング

原価計算初級 ¥2,200 ※プレゼン資料作成分野には、Basic（基礎級）は設けておりません。

EXPERT ¥6,600
3級 ¥3,300 3級（1分野ごと） ¥5,500
初級 ¥2,200 Basic（1分野ごと） ¥4,400

2級 ¥5,500

申込方法 個人・団体とも所定の申込書に必要事項を記入し、受験料を添えて直接検定窓口へ申し込みください。

日商PC／文書作成・データ活用・プレゼン資料作成

＜CBT・試験会場のパソコンで受験＞

1級（1分野ごと） 施行日 点数制

2級（1分野ごと） ¥7,700

ビジネスキーボード ¥3,300

施行日
¥11,000 ¥6,600 7/5（日）、12/6（日）

日商簿記 日商PC／文書作成・データ活用・プレゼン資料作成

キータッチ2000テスト ¥2,200

日商ビジネス英語
＜IBT・自宅等のパソコンで受験＞

ENTRY ¥3,300

STANDARD ¥5,500

電子会計実務

申込方法

インターネットから申し込みください。インターネットでの申し込みが難しい場合は、鳥取商工会議所検定担当までお問い合わせください。

団体
受験料を添えて直接検定窓口へ申し込みください。

学校や企業が希望する日時と場所で試験を実施できる団体受験もございます。希望される場合は鳥取商工会議所検定担当までお問い合わせください。

日商珠算（そろばん）
＜PBT・紙試験＞

第237回 第238回 第239回

施行日 6/28（日） 施行日 10/25（日） 施行日 2027/2/14（日）
1級
２級
３級

４～６級

￥2,800
￥2,000
￥1,800
￥1,200

申込期間 申込期間 申込期間
5/11（月）～5/22（金） 9/7（月）～9/18（金） 12/21（月）～2027/1/8（金）

申込期間
3級 ¥3,300 4/27（月）～5/13（水） 9/28（月）～10/14（水） 2027/1/12（火）～1/27(水）

1級 ¥8,800
2級 ¥5,500 申込期間 申込期間

日商簿記
＜PBT・紙試験＞

第173回（１～３級） 第174回（１～３級） 第175回（２・３級のみ）

施行日 6/14（日） 施行日 11/15（日） 施行日 2027/2/28（日）

2026年度検定試験施行情報
※記載の受験料はすべて税込価格

随時施行試験

統一施行試験
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令
和
７
年
度
２
月
例
会

�

「
一
年
の
活
動
発
表
会
」

　
２
月
10
日（
火
）、
商
工
会
議
所
に
て
令
和
７
年
度
２
月
例
会
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
本
例
会
は
、
各
委
員
会
が
一
年
間
取
り
組
ん
で
き
た
活
動

を
全
会
員
で
共
有
し
、
相
互
理
解
の
深
化
と
連
携
強
化
を
図
る
貴
重
な
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

　
委
員
会
報
告
に
加
え
、
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
大
賞
お
よ
び
個
人
賞
の
表
彰
を
実

施
し
、
組
織
と
し
て
の
成
果
を
称
え
る
と
と
も
に
、
会
員
一
人
ひ
と
り
の

努
力
を
改
め
て
顕
彰
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
例
会
を
滞
り
な
く
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
も
、
発
表
に
向
け
て
準
備
を
重
ね
て
い
た
だ

い
た
各
委
員
会
の
皆
様
、
運
営
を
担
っ
て
い
た
だ
い
た
広
報
委
員
会
の
皆

様
、
そ
し
て
ご
参
加
い
た
だ
い
た
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
の
賜
物
で
す
。

　
活
動
報
告
と
表
彰
を
通
じ
て
一
年
間
の
歩
み
を
振
り
返
り
、
会
場
に
は

温
か
い
拍
手
が
広
が
り
ま
し
た
。
本
年
度
を
締
め
く
く
る
に
ふ
さ
わ
し
い

例
会
と
な
り
ま
し
た
こ
と
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
と
と

も
に
活
動
で
き
ま
し
た
こ
と
を
大
変
誇
り
に
存
じ
ま
す
。

�

広
報
委
員
会
　
委
員
長
　
三
橋
　
章
弘

委員会報告の様子

例会挨拶をする三橋委員長

発行：令和 8年 3月 １5 日
鳥取商工会議所青年部

広報委員会
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春
の
や
わ
ら
か
な
日
差
し
に
、季
節
の
歩

み
を
感
じ
る
頃
と
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、ま
す
ま
す

ご
健
勝
に
て
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

2
月
10
日
に
、広
報
委
員
会
担
当
に
よ
る

各
委
員
会
の
年
間
活
動
報
告
例
会
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
今
年
度
も
各
委
員
会
が
一

年
間
の
取
り
組
み
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

形
式
で
発
表
し
、会
員
投
票
に
よ
り
印
象
に

残
っ
た
事
業
を
選
ぶ「
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
大
賞
」

を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
は「
第
４
回

高
校
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」が

受
賞
し
、未
来
を
担
う
世
代
へ
の
挑
戦
を
後

押
し
す
る
意
義
深
い
事
業
と
し
て
高
く
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
新
た
な
試
み
と
し
て
、会
員
増
強
賞
、

出
席
率
が
高
か
っ
た
で
賞
、Ａ
Ｔ
早
押
し
賞

な
ど
を
設
け
、さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
活
動

を
称
え
る
機
会
と
い
た
し
ま
し
た
。

活
動
内
容
を
会
員
同
士
で
共
有
す
る
こ
と

は
、組
織
の
力
を
高
め
、次
年
度
へ
の
確
か

な
一
歩
に
つ
な
が
る
も
の
と
信
じ
て
お
り
ま

す
。
そ
し
て
、舞
台
裏
で
支
え
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
メ
ン
バ
ー
に
も
光
を
当
て
る
こ
と
で
、

今
後
の
活
動
の
さ
ら
な
る
活
力
と
な
る
こ
と

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

2
月
13
日
に
は
、会
員
増
強
委
員
会
担
当

に
よ
る
後
期
新
入
会
員
研
修
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
Ａ
Ｔ
の
活
用
方
法
や
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の

成
り
立
ち
、歴
史
、活
動
目
的
に
つ
い
て
学

び
、理
解
を
深
め
る
有
意
義
な
時
間
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
後
は
会
員
交
流
委
員
会
担
当

に
よ
る
交
流
会
が
行
わ
れ
、新
入
会
員
も
交

え
て
委
員
会
の
垣
根
を
越
え
た
交
流
が
生
ま

れ
、仲
間
と
の
絆
を
よ
り
一
層
深
め
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

一
年
間
は
本
当
に
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
、

す
べ
て
の
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
年
度
は「
至
誠
通
天
」～
絆
を
深
め

共
に
歩
を
進
め
よ
う
～
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も

と
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
想
い
は
、

こ
れ
か
ら
も
組
織
の
中
に
息
づ
い
て
い
く
も

の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
鳥
取
商
工
会
議
所
青
年
部

は
、誠
実
に
、真
心
を
込
め
て
地
域
の
発
展

に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
稿
を
も
ち
ま
し
て
、私
か
ら
の
最
後
の

会
長
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

鳥取YEGメールアドレス info@t-yeg.jp
YEG通信

〈令和７年度日本YEGスローガン〉
YEG Common ～ 心通い合う繋がりを結び、新たな未来的経済価値を創出する ～

委員会報告の様子

総務委員会

政策提言委員会

鳥取お城委員会

会員増強賞（委員会部門）を受賞したビジネス委員会

年間貢献賞（新人部門）を受賞した小坂君

委員会報告の様子

対外交流委員会　

ビジネス委員会

会員増強委員会

出席率高かったで賞を受賞した荒川君

年間貢献賞（フロアメンバー）を受賞した永美君

広報委員会

会員交流委員会

まち興し委員会

会員増強賞（個人部門）を受賞した大塩君

AT参加ボタン押すの早かったで賞を受賞した松島君（代理で英君）

YEG大賞を受賞したビジネス委員会

鳥取YEGは、地域を支える青年経
済人の集まりであり、一緒に鳥取
を盛り上げていただける方を随時
募集しています。
次世代を担う立場として、熱意を
持って一緒に頑張りませんか？！
鳥取YEGで出会う「縁」を「運」に
変えて、企業と地域を活性化させ
ましょう！
お気軽にお問い合わせください。

（鳥取商工会議所青年部事務局）
TEL：0857-32-8004

鳥取商工会議所青年部
会長 民野  泰稔
株式会社 三協商会

■
令
和
７
年
度

　

会
長
あ
い
さ
つ
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令
和
７
年
度
２
月
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�

「
一
年
の
活
動
発
表
会
」

　
２
月
10
日（
火
）、
商
工
会
議
所
に
て
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和
７
年
度
２
月
例
会
を
開
催
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し
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し
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例
会
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各
委
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会
が
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間
取
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組
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で
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動
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全
会
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共
有
し
、
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互
理
解
の
深
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と
連
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化
を
図
る
貴
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な
機

会
と
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ま
し
た
。
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員
会
報
告
に
加
え
、
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取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
大
賞
お
よ
び
個
人
賞
の
表
彰
を
実

施
し
、
組
織
と
し
て
の
成
果
を
称
え
る
と
と
も
に
、
会
員
一
人
ひ
と
り
の

努
力
を
改
め
て
顕
彰
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
例
会
を
滞
り
な
く
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
も
、
発
表
に
向
け
て
準
備
を
重
ね
て
い
た
だ

い
た
各
委
員
会
の
皆
様
、
運
営
を
担
っ
て
い
た
だ
い
た
広
報
委
員
会
の
皆

様
、
そ
し
て
ご
参
加
い
た
だ
い
た
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
の
賜
物
で
す
。

　
活
動
報
告
と
表
彰
を
通
じ
て
一
年
間
の
歩
み
を
振
り
返
り
、
会
場
に
は

温
か
い
拍
手
が
広
が
り
ま
し
た
。
本
年
度
を
締
め
く
く
る
に
ふ
さ
わ
し
い

例
会
と
な
り
ま
し
た
こ
と
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
と
と

も
に
活
動
で
き
ま
し
た
こ
と
を
大
変
誇
り
に
存
じ
ま
す
。

�

広
報
委
員
会
　
委
員
長
　
三
橋
　
章
弘

委員会報告の様子

例会挨拶をする三橋委員長

発行：令和 8年 3月 １5 日
鳥取商工会議所青年部

広報委員会
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春
の
や
わ
ら
か
な
日
差
し
に
、季
節
の
歩

み
を
感
じ
る
頃
と
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、ま
す
ま
す

ご
健
勝
に
て
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

2
月
10
日
に
、広
報
委
員
会
担
当
に
よ
る

各
委
員
会
の
年
間
活
動
報
告
例
会
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
今
年
度
も
各
委
員
会
が
一

年
間
の
取
り
組
み
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

形
式
で
発
表
し
、会
員
投
票
に
よ
り
印
象
に

残
っ
た
事
業
を
選
ぶ「
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
大
賞
」

を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
は「
第
４
回

高
校
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」が

受
賞
し
、未
来
を
担
う
世
代
へ
の
挑
戦
を
後

押
し
す
る
意
義
深
い
事
業
と
し
て
高
く
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
新
た
な
試
み
と
し
て
、会
員
増
強
賞
、

出
席
率
が
高
か
っ
た
で
賞
、Ａ
Ｔ
早
押
し
賞

な
ど
を
設
け
、さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
活
動

を
称
え
る
機
会
と
い
た
し
ま
し
た
。

活
動
内
容
を
会
員
同
士
で
共
有
す
る
こ
と

は
、組
織
の
力
を
高
め
、次
年
度
へ
の
確
か

な
一
歩
に
つ
な
が
る
も
の
と
信
じ
て
お
り
ま

す
。
そ
し
て
、舞
台
裏
で
支
え
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
メ
ン
バ
ー
に
も
光
を
当
て
る
こ
と
で
、

今
後
の
活
動
の
さ
ら
な
る
活
力
と
な
る
こ
と

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

2
月
13
日
に
は
、会
員
増
強
委
員
会
担
当

に
よ
る
後
期
新
入
会
員
研
修
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
Ａ
Ｔ
の
活
用
方
法
や
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の

成
り
立
ち
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史
、活
動
目
的
に
つ
い
て
学

び
、理
解
を
深
め
る
有
意
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な
時
間
と
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り

ま
し
た
。
そ
の
後
は
会
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交
流
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会
担
当

に
よ
る
交
流
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が
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れ
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入
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も
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て
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の
垣
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を
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た
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が
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ま

れ
、仲
間
と
の
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深
め
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

一
年
間
は
本
当
に
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
、

す
べ
て
の
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
年
度
は「
至
誠
通
天
」～
絆
を
深
め

共
に
歩
を
進
め
よ
う
～
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も

と
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
想
い
は
、

こ
れ
か
ら
も
組
織
の
中
に
息
づ
い
て
い
く
も

の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
鳥
取
商
工
会
議
所
青
年
部

は
、誠
実
に
、真
心
を
込
め
て
地
域
の
発
展

に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
稿
を
も
ち
ま
し
て
、私
か
ら
の
最
後
の

会
長
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

鳥取YEGメールアドレス info@t-yeg.jp
YEG通信

〈令和７年度日本YEGスローガン〉
YEG Common ～ 心通い合う繋がりを結び、新たな未来的経済価値を創出する ～

委員会報告の様子

総務委員会

政策提言委員会

鳥取お城委員会

会員増強賞（委員会部門）を受賞したビジネス委員会

年間貢献賞（新人部門）を受賞した小坂君

委員会報告の様子

対外交流委員会　

ビジネス委員会

会員増強委員会

出席率高かったで賞を受賞した荒川君

年間貢献賞（フロアメンバー）を受賞した永美君

広報委員会

会員交流委員会

まち興し委員会

会員増強賞（個人部門）を受賞した大塩君

AT参加ボタン押すの早かったで賞を受賞した松島君（代理で英君）

YEG大賞を受賞したビジネス委員会

鳥取YEGは、地域を支える青年経
済人の集まりであり、一緒に鳥取
を盛り上げていただける方を随時
募集しています。
次世代を担う立場として、熱意を
持って一緒に頑張りませんか？！
鳥取YEGで出会う「縁」を「運」に
変えて、企業と地域を活性化させ
ましょう！
お気軽にお問い合わせください。

（鳥取商工会議所青年部事務局）
TEL：0857-32-8004

鳥取商工会議所青年部
会長 民野  泰稔
株式会社 三協商会

■
令
和
７
年
度

　

会
長
あ
い
さ
つ
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March 2026 女性会だより3 Tottori Chamber of Commerce and Industry Business Woman’s Club

2
月
18
日（
水
）、鳥
取
商
工
会
議

所
に
て
2
月
例
会
を
開
催
し
、女
性

会
活
動
に
つ
い
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
実
施
し
ま
し
た
。
会
員
に
は
事

前
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、結
果
を

も
と
に
3
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー

ト
の
内
容
は「
女
性
会
の
活
動
の
満

足
度
」「
来
年
度
特
に
力
を
入
れ
て
取

り
組
み
た
い
テ
ー
マ
」な
ど
、今
後

の
活
動
を
考
え
る
上
で
重
要
な
内
容

ば
か
り
で
し
た
。

当
日
は
始
め
に
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
グ
ル
ー
プ
内
で
共
有
し
、そ
の
後

「
例
会
」「
視
察
研
修
」「
女
性
会
と
し

て
の
事
業
」の
3
つ
の
内
容
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

例
会
に
つ
い
て
出
た
意
見
と
し
て

「
今
ま
で
の
例
会
の
中
か
ら
良
か
っ

た
も
の
を
再
度
実
施
し
て
は
ど
う
か
」

「
外
部
の
講
師
を
お
招
き
す
る
の
で

は
な
く
、会
員
に
講
師
を
依
頼
し
て

み
る
の
は
ど
う
か
」「
経
営
者
と
し
て

の
成
功
例
だ
け
で
は
な
く
、夫
を
支

２
月
例
会
を
開
催

２
月
例
会
を
開
催

　
　
　
～
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
行
い
、

　
　
　
～
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
行
い
、

��

今
後
の
活
動
に
つ
い
て
考
え
る
～

今
後
の
活
動
に
つ
い
て
考
え
る
～

え
た
妻
や
経
営
者
を
支
え
た
部
下
の

立
場
の
話
も
興
味
が
あ
る
」と
い
う

意
見
が
出
ま
し
た
。

視
察
研
修
に
つ
い
て
は
、「
県
外
の

女
性
会
と
の
交
流
で
親
交
を
深
め
た

い
」「
事
業
の
た
め
に
役
立
つ
研
修
会

な
ど
、目
的
や
意
義
が
明
確
な
内
容

だ
と
参
加
し
や
す
い
」と
い
う
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

女
性
会
と
し
て
の
事
業
に
つ
い
て

は
、以
前
よ
り
柱
と
な
る
事
業
が
な

い
こ
と
が
課
題
と
し
て
挙
が
っ
て
お

り
、地
域
貢
献
や
認
知
度
向
上
の
た

め
に
ど
の
よ
う
な
事
業
を
行
う
と
よ

い
か
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
味
噌
を 例会の様子

作
り
女
性
会
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
売
り

出
す
こ
と
や
、イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
店

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、寄
付
活
動
、

読
み
聞
か
せ
な
ど
、女
性
会
な
ら
で

は
の
事
業
活
動
に
焦
点
を
当
て
た
意

見
が
多
く
出
ま
し
た
。　

そ
の
ほ
か
に
も
、各
事
業
実
施
後

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
を
行
う
こ
と
で
今
後
の
参
考

に
し
て
い
く
と
良
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

最
後
に
德
田
和
子
会
長
は
、「
自
分

た
ち
が
こ
れ
か
ら
何
を
し
て
い
く
と

よ
い
の
か
を
自
ら
が
考
え
る
こ
と
は

本
当
に
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
女
性
会
は
仲
が
良
い
だ
け
で

は
な
く
、各
自
が
時
間
を
割
い
て
参

加
し
て
い
る
意
義
が
な
い
と
い
け
な

い
と
思
い
ま
す
。
実
り
の
あ
る
し
っ

か
り
と
大
地
に
足
を
構
え
た
会
で
あ

る
よ
う
に
、こ
れ
か
ら
み
ん
な
で
頑

張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。」と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

こ
の
度
の
例
会
は
、今
ま
で
の
経

験
や
体
験
を
も
と
に
、変
わ
り
ゆ
く

社
会
情
勢
と
と
も
に
こ
れ
か
ら
の
女

性
会
の
在
り
方
を
考
え
る
と
て
も
貴

重
な
時
間
で
あ
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

　鳥取商工会議所女性会は、地域の先導役を務める商工会議所の一翼を担う組織として、全国的な　鳥取商工会議所女性会は、地域の先導役を務める商工会議所の一翼を担う組織として、全国的な
連携のもと、女性会相互の親睦と啓発をはかり、かつ経営知識の涵養と経営技術の研修取得により、連携のもと、女性会相互の親睦と啓発をはかり、かつ経営知識の涵養と経営技術の研修取得により、
女性の立場から商工業の改善発展に寄与することを目的として活動を行っています。女性の立場から商工業の改善発展に寄与することを目的として活動を行っています。

あなたのパワーを女性会にお寄せください !!あなたのパワーを女性会にお寄せください !!
【連絡先】鳥取商工会議所女性会（担当 西山） 【連絡先】鳥取商工会議所女性会（担当 西山） 

ＴＥＬ：0857-32-8004 ／ＴＥＬ：0857-32-8004 ／ＦＡＸ：0857-22-6939ＦＡＸ：0857-22-6939

鳥取商工会議所女性会で一緒に活動しませんか鳥取商工会議所女性会で一緒に活動しませんか
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◆
大
雪
に
見
舞
わ
れ
た
今
冬
、

ミ
ラ
ノ
・
コ
ル
テ
ィ
ナ
五
輪
で

の
日
本
人
選
手
の
活
躍
に
は
目

を
奪
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
フ
ィ

ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
ペ
ア
の
フ
リ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
歴
代
最
高

得
点
を
更
新
し
て
の
大
逆
転

劇
！
◆
そ
の
興
奮
が
冷
め
や
ら

ぬ
中
、
こ
れ
か
ら
は
ワ
ー
ル
ド

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
や

Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
な

ど
世
界
的
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
が
続
き
、
ま
す
ま
す
テ
レ
ビ

の
前
か
ら
離
れ
ら
れ
な
く
な
り

そ
う
で
す
◆
年
度
末
を
迎
え
た

３
月
、
公
私
と
も
に
忙
し
い
日
々

が
続
く
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う

ぞ
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。�

（
Ａ
）

編　集　室
パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り 

市
民
交
流
ホ
ー
ル

利
用
予
定
表

パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り
市
民
交
流
ホ
ー
ル

　
〒
６
８
０
―
０
８
３
２
　
鳥
取
市
弥
生
町
３
２
３
―
１

　
TEL
０
８
５
７
―
39
―
２
５
５
５
　

FAX
０
８
５
７
―
39
―
２
５
５
０

　
利
用
時
間 

９

：

00
～
22

：

00

日
に
ち

利
　
用
　
内
　
容

３
／
21
㈯

D
AN

CE for REAL 

ひ
な
ま
つ
り（
歌
と
ダ
ン
ス

発
表
会
）【
公
開
】

22
㈰

ぶ
ん
ら
っ
く 

旗
揚
げ
公
演【
公
開
】

26
㈭

臨
時
総
会

28
㈯

フ
ラ
メ
ン
コ
・
レ
ッ
ス
ン

4
／
1
㈬

研
修

2
㈭

研
修

3
㈮

研
修

4
㈯

フ
ラ
メ
ン
コ
・
レ
ッ
ス
ン

11
㈯

歌
う
子
ど
も
た
ち
♪
と
っ
と
り
　
発
表
会【
公
開
】

19
㈰

鳥
取
落
語
会【
公
開
・
有
料
】

　
　
　
　

※
利
用
予
定
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

小規模事業者経営改善資金融資制度

無担保・無保証人 マル経 融 資 をご活用ください！
　マル経融資は、商工会議所の推薦によって日本政策金融公庫から無担保、保証人なし
で受けられる融資制度です。融資対象は従業員規模が商業・サービス業（宿泊業および
娯楽業を除く）で 5人以下、製造業は 20人以下の事業所です。

◦融資限度額	 2,000 万円　 ◦利率　年 2.40％（2026.３.１現在）
◦返 済 期 間	 運転・設備資金＝１０年以内（据え置き２年以内）

問い合わせ先　鳥取商工会議所 経営支援一課 TEL：0857-32-8005

ＡＮＡからのお知らせ

詳詳ししくくはは、、 公公式式ホホーームムペペーージジににててごご確確認認くくだだささいい。

２２００２２４４年年 東東京京便便 夏夏ダダイイヤヤ決決定定！！

鳥鳥取取砂砂丘丘ココナナンン空空港港  日日５５往往復復継継続続

期期間間：： 年年 月月 日日～～ 年年 月月 日日

東東京京発発のの初初便便がが
７７時時台台のの出出発発にに
ななりり、、ごご利利用用頂頂きき
ややすすくくななりりままししたた。。

355日前から予約可能!！
おトクな割引運賃

くわしくは
WEBサイトへ▼

ANA からのお知らせ

便名 出発 到着
　　292 　7 時 05 分 　8 時 15 分
　　294 　8 時 55 分 10 時 10 分
　　296 11 時 25 分 12 時 40 分
　　298 15 時 35 分 16 時 50 分
　　300 18 時 35 分 19 時 50 分

■鳥取⇒東京
期間：2025年10月26日〜2026年3月28日

詳しくは、ANA公式ホームページにてご確認ください。

2025-26年　東京便　冬ダイヤ
鳥取砂丘コナン空港　1日５往復継続

便名 出発 到着
　　291 　6 時 55 分 　8 時 15 分
　　293 　9 時 25 分 10 時 45 分
　　295 13 時 35 分 14 時 55 分
　　297 16 時 35 分 17 時 55 分
　　299 19 時 15 分 20 時 35 分

■東京⇒鳥取
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３　

女
性
会
会
員
委
員
会
▽
青
年
部
総
務
委
員

会
･
ビ
ジ
ネ
ス
委
員
会
・
会
員
交
流
委
員

会

４　

障
が
い
者
雇
用
に
係
る
求
人
要
請
▽
観

光
・
交
通
部
会
正
副
部
会
長
会
議
▽
青
年

部
鳥
取
お
城
委
員
会
・
ま
ち
興
し
委
員
会

５　

会
頭
・
副
会
頭
会
議

６　

Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
知
財
無
料
相
談
会

８　

珠
算
検
定
試
験

９　

青
年
部
次
年
度
５
役
予
定
者
会
議
・
広
報

委
員
会

10　

と
っ
と
り
未
来
づ
く
り
特
別
委
員
会
▽
ビ

ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
「
報
･
連
･
相
講
座
」

▽
青
年
部
例
会

12　

運
営
委
員
会

13　

鳥
取
・
豊
岡
・
丹
後
地
域
経
済
団
体
交
流

会
▽
女
性
会
鳥
取
大
会
実
行
委
員
会

16　

青
年
部
政
策
提
言
委
員
会
・
広
報
オ
ー
プ

ン
委
員
会

17　

定
例
金
融
相
談
会
▽
青
年
部
５
役
会

18　

女
性
会
例
会
・
役
員
会

19　

と
っ
と
り
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
特
別
委
員

会
正
副
委
員
長
会
議
▽
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ

活
用
特
別
委
員
会
▽
青
年
部
次
年
度
理
事

予
定
者
会
議

20　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
会
▽

確
定
申
告
相
談
室
（
３
月
３
日
ま
で
）

22　

簿
記
検
定
試
験

24　

流
通
部
会
常
任
委
員
会
・
交
流
会

25　

ま
ち
な
か
賑
わ
い
創
出
特
別
委
員
会
▽
建

設
部
会
正
副
部
会
長
会
議

 

事
務
局
日
誌 （
　
）

定例金融相談会のご案内
　定例金融相談会は、㈱日本政策金融公庫鳥取支店のご協力をいただき、皆さまの事業資金調達等の金融
ニーズに迅速に対応するため毎月開催しています。ご希望の方は下記まで電話でお申し込みください。

１．日　時　　４月21日（火）午前10時〜12時
２．会　場　　鳥取商工会議所　会議室
３．内　容　　事業資金等の借入相談（㈱日本政策金融公庫職員との直接面接）
４．お申し込み・お問い合わせ　　　鳥取商工会議所 経営支援部 経営支援一課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 TEL：0857－32－8005　FAX：0857－22－6939

２
月
抜
粋

　　　　　　　　 道路標識・区画線・ガードレール
　　　　　　　　　　　　　　 フェンス・公園施設

　　   東洋交通施設株式会社
　　　　　　 代表取締役社長

　　　  西
にし

　　 垣
がき

　　  豪
たけし

　　　 本　社  〒6 8 0 – 0 9 1 3　鳥 取 市 安 長 7  8 ー 7
　　　　　　　　 ＴＥＬ　（0  8  5  7）2  8ー2  2  1  1
　　　　　　　　 ＦＡＸ　（0  8  5  7）2  8ー7  1  2  0
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経営支援部
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鳥取産業会館·鳥取商工会議所ビルに車でお越しの方は､会館北側駐車場をご利用ください｡最初の30分
は無料ですが､それ以降は1時間ごとに100円が必要です｡駐車サービス券の発行はテナント事業所に
よって異なりますので､当該事業所にご確認ください｡

駐車場ご案内

〒680-8566 鳥取市本町３丁目201
TEL（0857）26-6666 FAX（0857）22-6939

URL https://tottori-cci.or.jp
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